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「世界農業遺産認定後４年、国東半島宇佐地域の今！」 

国東半島宇佐地域世界農業遺産推進協議会 

会長 林 浩昭 氏 
みなさん、こんにちは。 

本日は、このようなシンポジウムにお招

きいただき、大変感謝しています。今朝、

国東半島の山の中で、朝４時半に目が覚め

まして、７時の電車に乗って、11 時半頃に

大津駅に着きました。そういう意味では意

外と近いなという印象を持ちました。 

本日、素晴らしい琵琶湖の景色を見させ

ていただきました。そして、これまで滋賀県の素晴らしい取組が続いているこ

とを、私たちもずっと見てきたものですから、今日はどんなお話ができるか不

安な面もありますが、私どもが「世界農業遺産」の認定をいただいて 4年が経

ちましたので、認定後にどんなことをしてきたのかなどを、今日はお話しさせ

ていただきます。 

 

 私どもの地域のメインの産物は、乾し

いたけです。ですが、乾しいたけに特化

した「世界農業遺産」ではありません。

山、里、海までつながった地域全体が「世

界農業遺産」になっています。写真のよ

うなため池があり、広葉樹の森があるの

が、この地域の典型的な風景です。 

 まず始めに、皆様も既に御存知かとは

思いますが、「世界農業遺産」とは何な

のかという話をさせていただきます。認定を受けた当時、地元の人からは何を

したら良いのか、何を見せるのか、何も無いのではないかという話がありまし

たので、そのことについて話したいと思います。 

 そして、生物多様性を維持しながら農林水産業とどのように両立させるかと

いった点、認定を受けて生産物が高く売れるようになるのかといった点、推進

協議会にどうやってお金を持ってきてどのように施策を進めるのかといった点

などについて、本日お話をさせていただきます。 



私の紹介をさせていただきます。現在

57 歳です。国東半島の真ん中で、椎茸農

家の長男として生まれました。ずっと家

を継ぐようにと言われていたのですが、

研究者として、土、肥料、植物などを専

門に 20 年ほどやってきました。 

2003 年に思うところがありまして、自

分の家が農家だったということもあり、

農業をやりながら地域のことを考えるの

も良いのではないかと思い、地元に戻りました。そして、田んぼでのお米作り

や椎茸栽培をやりながらですが、地元の JA の理事になって、地元農業の問題、

農業経営上の問題、農協合併の問題、教育委員会の先生方との議論、若手の育

成などを 10 年ほどやってきました。 

 2013 年に、実は私は当時知らなかったのですが、「世界農業遺産」を研究して

いる研究者に出会いまして、大分県で是非「世界農業遺産」をということで、

あまり時間が無かったのですが、半年ぐらいで彼らと一緒に、県の方と一緒に

まとめて 2013 年に認定を取りました。 

 当時は、今ほど「世界農業遺産」が知られていませんでしたので、ある意味

ライバルが無いうちにやってしまったところがあるかもしれませんが、認定を

取ることは、実は大変なことには間違いありません。 

 

 私どもの世界農業遺産が、どのような

ものであるかを簡単に説明させていた

だきます。 

 長いと叱られたのですが、タイトルの

とおり、農と林、そして水までが含まれ

ています。森と里と海までつながってい

るというコンセプトを「世界農業遺産」

に取り込みたいということで、能登半島

でも同じ事をやっていますが、私たちの

所ではもっとコンパクトに、特に森の中でクヌギ林をたくさん作り、椎茸を栽

培して、半島全体の生活の知恵、物質循環の起点になっていることを訴えたわ

けです。 

 地域内の乾しいたけの生産者ですが 1,000 人ぐらいで、それほど多いわけで

はありません。大分県は乾しいたけ全国生産量の半分あり、そのうちの 3割～4

割がこの地域で作られています。 



地域内には、大分空港があり、毎日、韓国、東京などの便があります。また、

山口県や広島県方面へのフェリーのほか、ＪＲの駅や高速道路のインターもあ

り、昔と違い、非常に便利になってきています。しかしながら、非常に過疎化

も進んでおり、農業も厳しい状況で、この点は滋賀県とは大きく異なるところ

かも知れません。 

 

私どもが認定された時、国東半島が世

界遺産になったと随分言われましたが、

世界遺産とは全く異なります。世界農業

遺産は、国連食糧農業機関（FAO）が、

農林水産業のシステムを認定します。ユ

ネスコ（国連教育科学文化機関）ではあ

りません。システムなので、乾しいたけ

が認定されたとか、琵琶湖の鮒が認定されたとか、そういう事にはなりません。

今現在世界では、最近メキシコが認定され 17ヶ国 38地域で認定されています。

ヨーロッパには、まだ認定地域はありません。日本は 8地域あります。 

  

 世界農業遺産の認定基準ですが、特に

農業・林業・水産業をやりながら生きて

いけるかという点、そして技術を持って

いるか、素晴らしい景観があるか、文

化・価値観が共有されているか、生物多

様性が維持されているかといった点が

等しく審査されます。 

 

 国東半島宇佐地域の一番の特徴は、雨

が少ないことです。年間降雨量が 1400mm

位で、日本で一番少ない地域と言われて

います。水が少ない所でどのように農業

をやっていくかですが重要です。山には、

広大な広葉樹の森があり、炭焼きに使わ

れていました。明治・大正・昭和にかけ

て、クヌギ原木を利用したしいたけ栽培

の近代化が日本で最初に始まった地域

になります。このクヌギ林が良い土壌を作り、水を涵養しながら豊かな水を送

り出す。それをたくさんのため池に溜めて、水田農業に使う。さらに海まで流



れて潤すという全体の流れがあることを分かりやすく説明できたと思います。

また、仏教文化も非常に盛んな地域で、農耕に関係する様々な文化もあります。 

 

 私の想いもあって、このシステムで私

どもが一番力を入れた部分についてで

す。椎茸農家ということで、原木しいた

け作りについて、色々な話をさせていた

だきますが、その中で何人かの方から必

ず、クヌギの森を破壊しながら作ってい

るんですか？と質問されます。そこは非

常に良くないな、私たちの文化が伝わっ

てないなと思う点で、それを正しく伝え

たいというのが、私がこの「世界農業遺産」に取り組むきっかけになりました。 

 確かに木を切って森を破壊するわけですが、しいたけ栽培するほだ木は 5～6

年すれば土に帰りますし、木を切るだけでなく、木を育てることもやっていま

す。広葉樹は切っても次の年に植林する必要はありません。切り株からどんど

ん新しい芽が生えてきます。それを大きく育てていき、草刈りも行います。そ

して、15 年ぐらいすると同じ森に戻ります。なので、15 箇所ほどの森を持って

おけば、森を移動しながら木を切り、森を再生することを続けて行けば良いの

です。非常に持続的な広葉樹の森の利用をやっており、そこから乾しいたけと

いう富をいただいている訳です。特に大分県の乾しいたけは、値段が良いもの

ですから、おかげさまで乾しいたけ生産を夫婦２人で取り組めば、生きていけ

ます。自分の生活ができ、そして子どもたちを養うことができます。クヌギ林

の循環利用をちゃんと乾しいたけ生産農家がやっていることを世の中の人に言

いたかったという訳です。 

 

 広葉樹の森は有機物が豊かで、特に水

を良く蓄える保水力がある土壌を形成

するという研究結果があります。これに

より雨の少ない地域でも農業ができる

基盤を作っていると言えます。最近、広

葉樹の森づくりの運動が盛んに行われ

ていますが、この地域では、100 年、200

年前からしいたけを作るために広葉樹

の森を作ってきました。生きるために広葉樹の森を作って来ましたが、それが

良い水を作るということに気がついたわけです。 



「世界農業遺産」は、FAO に申請する

訳ですが、FAO が何を考えているのかに

ついて、私たちも考えました。当時、2012

年～2013 年頃、FAO でも頻繁に国際会議

が開かれ、森から食料を作ることについ

て議論されていました。森を切って畑を

作るのではなく、森を利用しながら食料

を生み出していくことを FAO が言ってお

りました。そこで私たちは、森から食料

や栄養分を作り出すためには、キノコが良いことを提案しました。森を循環利

用しながら、食料を生み出すシステムを世界に発信したことが非常に良かった

のではないかと思います。 

 

 日本でのしいたけの歴史は非常に古く、

奈良時代、平安時代の記録があり、乾し

いたけを中国へ輸出していた記録もあり

ます。当時は、倒木に自然に生えてくる

しいたけを採取していました。 

江戸時代になると、豊後の国の源兵衛

さんが炭焼きの時に炭焼きの木に切り目

を入れておくと、時々自然に椎茸の菌が

入ることを発見し、そういう事を利用し

ながら、原木に傷を付けるだけのしいたけ人工栽培が江戸時代から始められま

した。これが日本のしいたけ栽培の始まりだと言われています。もちろん、そ

うではないと言う方もおられ諸説あります。いずれにしても、大分のしいたけ

産業は、完全な自然栽培から少しずつ人工的な栽培に変化してきたのが江戸時

代になります。 

さらに、大分の森の中でのしいたけ栽培が、木に傷を付けて時々成功する賭

けのような栽培方法で、林業として成り立っていなかったので、当時発明され

ていた椎茸の純粋培養技術を利用して、京都大学の学生であった森喜作氏が、

種駒接種技術を開発して特許を取られたのが 1940 年頃になります。その技術を

最初に取り入れたのが大分県そして国東半島になります。 

お年寄りに聞くと、昔は本当に椎茸を作るのが大変で、チェーンソーは無く

ノコギリで木を切って大勢の人々が協力し合いながら作業を行っていました。

お弁当には、ぼた餅を持参したそうです。しいたけが生えてくるようになった

原木は、一般には“ほだ木”と呼ばれていますが、この地域では“ぼた木”と



呼んでおり、美味しい甘いぼた餅を食べて、良い“ぼた木”ができるようにと

願いを込めて作業を行っていたそうです。 

昔からの技術がどのようにして今に伝えられて、今にあるかがとても大切で

す。昔の事を昔のままのやり方でやるのではなく、例えばイノベーションが起

きて新しいことが起こってきますが、今の人たちに精神として残っているかが

遺産として、とても大切な要素になります。このような考え方は、国連大学の

研究者の方々との議論の中から気が付いていきました。 

 

 ため池の話ですが、この地域には多く

のため池があり、当初これを「世界農業

遺産」にしようと考えていました。国連

大学の研究者から、ため池は日本だけで

なく、世界中にたくさんあり、国内でも

香川県や兵庫県にもありますよと指摘が

あり、何かこの地域の特徴がないかと、

県庁の方と一緒になって知恵を絞りまし

た。そうすると、国東は常に水が不足す

る地域ですが土地が狭いことから、上流

へ上流へと小規模なため池が作られてお

り、連携させている特徴があることがわ

かりました。これについては、国連大学

にも評価いただきましたが、こういった

ことを考えなければ、うまく申請ができ

なかったと思います。 

 

 私たちは、森から海までつながってい

る地域の中で、色々な作物を作れるよう

にしています。滋賀県の申請も同じよう

な形になると思いますが、ある意味難し

い面があります。例えば、静岡の掛川は

お茶だけですから、お茶の事をやってい

れば良いのですが、私たちは、お米だっ

たりしいたけだったり、海のことまでや

らなければならなく、実は大変だなと思

っています。 

  



「世界農業遺産」の基礎を作ったクーハ

フカン先生が国東半島に来られた時、彼

が何と言ったかですが、「世界農業遺産」

とは昔の貴重な農業の現場を保存するも

のではなく、農業と文化を包含する総合

的なビジョンの下で計画され、システム

が進化していくものだと。つまり、昔な

がらのことをそのままの形でやっていく

ということではなくて、例えば、琵琶湖

を中心とした農業・林業・水産業の仕組

みがあるのならば、それを守りながらも

新しい農業をやって若い人々が取り組め

るようにすれば良いと、彼が言うのです。 

 

 それから、日本の世界農業遺産専門家

会議の武内先生は、日本は高齢化や人口

減少が進んでいるが、「世界農業遺産」の

認定が、地域に根ざした高品質な農産物

をブランド化し、農業と食をつなげる取

組で農業再生のモデルになって欲しいと

言っておられます。  

 

 「世界農業遺産」が認定された当時、

何を見せれば良いのか？観光バスが通れ

る道を作らなければならないのか？など、

随分と言われました。だけど、そうでは

ないと、私たちは言いました。特に今ま

で誰もかえりみなかった、ため池の風景

などに価値があるのだと。  

 

当時、たまたまですが「世界農業遺産」

の申請と平行して、ロングトレイルに取

り組んでいました。滋賀県の高島トレイ

ルクラブの村田さんには大変お世話にな

りまして、何度もお越しいただき、私た

ちのトレイルの成功に尽力いただきまし



た。彼がいなければできなかった事です。

昔からあった修行の道を少し整備して

「世界農業遺産」の色々な風景を歩きな

がら見られるような所を 150km のコース

として整備しました。例えば昨日ですと、

200 人ぐらいのツアーが来たと聞いてい

ます。今まで、しいたけを作っている所

やため池を歩くツアーが成立するとは思

わなかったのですが、意外とこういった

所を歩く人が増えてきています。 

 

 それから、先程の連携ため池群の所で

は、行政からの指導ではなく地元の方が

頑張って、地域に良いため池があるのだ

からと、自ら道を整備してため池を巡る

ツアーを始めました。そして、特に彼ら

が何をやりたいかというと、地元から都

会へ出て行った人たちに、地元に何も無

いと出て行った人たちに、地元の良さを

見つめ直して欲しいのです。外国からの

人たちも受け入れております。住民が発

想したツアーですが、こういったことが

多く起こってきているのです。 

 

 生物多様性と自然との共生は、すごく

難しいと思いますが、生きもの調査をす

ればよいのか？実は、今でもよく分から

ないのですが、農業をやることで自然に

影響を与えることが、全てが悪なのか？

そういうことも考えながら、今私が思っ

ていることについてお話ししたいと思い

ます。 

 

 原木乾しいたけ生産現場ですが、まさ

に広葉樹の木を伐採しています。都会の

方が見れば、自然破壊にも見えますが、



その下には、ため池がありました。ここに最初に行ったとき、とてもびっくり

したのですが、絶滅が危惧されている両生類の卵だらけでした。私はこれまで、

こういった所に全く足を踏み入れたことがなく、見たこともありませんでした。 

 たぶん、私たちがしいたけを作っている身近なところに、非常に貴重な生物

がいたのではないか。それに気が付いていなかったことを強く思いました。そ

ういう意味で、自分たちの身の回りに何がいるのかをもう一度確かめ、それを

きっかけに、子どもたちやツアーに来た人たちにも見てもらうこともできます。 

 

 これは、ホダ場ですが、近くに農家が

作った人工的なため池があります。しい

たけ発生には刺激が必要で、ほだ木を作

ってそっと置いておいても駄目なんで

す。ポンポン投げてひっくり返して刺激

を与えないと椎茸は出てきません。特に

冬場は雨が降りませんので、小さなため

池を自分たちで作って、水を汲み上げ水

をまき、刺激を与えます。 

 

 たまたま、そのため池を覗いて見たの

ですが、大変びっくりしました。オオイ

タサンショウウオの卵があったのです。

大変珍しい生物です。このような人工的

な所にいるなんて、私は、全く想像が付

かなかったのですが、貴重な自然や見た

こともない生きものは、遠い所にあるの

ではなく、私たちの生産活動の真ん中に

あったということです。 

 

 これは、私が管理しているクヌギ林で

すが、こんなことは思ってなかったので

すが、水が湧き出て

いるところがありま

して、そこにもサン

ショウウオを見るこ

とができました。 

 



 言い過ぎかも知れませんが、しいたけ

栽培が生物多様性、生物の住処の提供に

寄与したのではないかと、これから何ら

かの形でさらに発信していきたいと思っ

ています。 

 

農産物が高くなるかですが、農業者に

とっては大事なテーマです。地域内で採

れたものを全て「世界農業遺産」ブラン

ドとして売りたい希望はありますが、政

府の表示の規制が厳しく、何でも遺産ブ

ランドで売ることはできません。域内で

採れた良いもの、あるいはシステムの概

念に合致するものをブランド化するべ

きです。 

 

乾しいたけに関しましては、世界農業

遺産のマークを使ったミレニアム商品

として、地域内の原木を使い、生産履歴

がはっきりしたもので、高品質なものを

認証しています。全体の数％しか認証に

はなっていませんので、農家の人が取り

組みやすいものを考えていく必要があり

ます。 

「世界農業遺産」そのものの認知度の

向上が必要で、大分県での認知度は 63%

ですが、東京では 10%、世界レベルだと数％だと思います。もっともっと「世界

農業遺産」が増えて、その価値を上げていくことが重要だと思います。 

  

「世界農業遺産」を応援するブランド

を作って、企業から参加いただき、146

品の応募がありました。昨日には、大手

乳酸菌メーカーが付けてくれるという

ことになりました。このように「世界農

業遺産」そのものを広めていく取組もで

きればと思っています。 



 「世界農業遺産」の取組については、

アクションプラン、世界農業遺産になっ

たら何をするかという計画で、申請書と

一緒に FAO に提出します。 

私たちの計画は、農林水産業とそれらと

関連した人々の営みの次世代への継承

と、GIAHS ブランドを活用したものづく

りや交流人口の拡大等による地域の元

気づくりの２つを掲げています。 

 

 認定後に立ち上げた協議会ですが、有

り難いことですが、県庁の中に 4名の専

属職員がおります。JA などの関係団体、

市町村、有識者、県などで構成し、毎年

1 回の総会を実施しています。そして幹

事会を置き、実際に何をやるかを決めて

います。 

 

 活動の費用ですが、「世界農業遺産」

になってFAOや日本政府からお金が来る

ことはありません。協議会には、年間

4,000 万円程度の予算がありますが、こ

れは色々な所、例えば地元の銀行や JA

など、そして県からお金を借りて 60 億

円のファンドを組み、その運用益を活動

に使っています。 

  

協議会では、次世代への教育、新規参

入者の方々への支援、地域住民への啓発

に力を入れています。そして鳥獣害です

ね。シカはしいたけが大変好きで、広葉

樹の芽も食べてしまいます。放っておく

と広葉樹の森が再生しません。それをど

うするかという研究を行ったり、他には

文化の継承、認証制度、モニターツアー

などを行ったりしています。 



 例えば教育ですが、先生方は大変忙しく「世界農業遺産」になったからとい

って教育に取り入れるのは中々難しいことだと思いますが、協議会では、教育

のプログラムや、「世界農業遺産」を理解できるような冊子を作っています。地

元の農業に触れたり、林業・水産業に触れたりする仕組みを小学生向けに作っ

ています。 

 

中学生では、全ての中学校で自分た

ちの地域の「世界農業遺産」は何かを

考える総合学習の時間を持っています。

先生方は大変忙しいのですが、実は小

学校や中学校の教科書を見ていただく

と分かるのですが、農業の分野が非常

に多いです。ですので、そこに「世界

農業遺産」を取り込んで欲しいとお願

いしています。この写真は、「世界農業

遺産」を自分たちで研究して発表しているもので、今年は宮崎と熊本が一緒に

なって実施する予定です。自分たちで地域のことを発表する機会を作っていけ

ればと考えています。 

 

 高校生では、農家や林業・水産業を

やっている人たちと直接話し、自分た

ちで書き取って、自分たちの言葉で文

章にするということをやっています。

これが実に良くて、地元の方々との対

話を通じて、地元を誇りに思う心を育

てることに期待しています。将来、勉

強したことを思い出して、またこの地

域に戻ってきて欲しいと強く願ってい

ます。 

 

 地元のトレッキングや、伝統野菜・

料理などへの支援を協議会でやってい

ます。なかなか行政主導ではできない

ことから、地域の皆さんの活動を巻き

込んで「世界農業遺産」の取組にしよ

うと言っています。 



 「世界農業遺産」の認定が取れれば終

わりではなく、アクションプランがうま

く進行しているか、評価が行われます。 

 国東半島宇佐地域は、日本の認定地域

の中で初めてモニタリングを受けました。

だいたい 2～3 年に 1 回と聞いています。

誰が行うかですが、農林水産省の中に世

界農業遺産専門家会議というものがあり、

ほとんどが大学の先生方です。国東半島

宇佐地域への助言については、農水省のホームページで見ることができます。 

 

 これは、今年 7 月に中国で開催された

東アジア農業遺産学会の写真です。来年

は、和歌山県のみなべ町で開催されます

ので、参加されてみてはどうでしょうか。 

日本、中国、韓国の研究者の方が多いで

すが、農業者の皆さんや、行政の方もい

らっしゃいます。また、他には県レベル

や市町村自治体レベルの会議も毎年開催

されています。 

「世界農業遺産」の中心は誰か？ですが、もちろん、農業・林業・水産業に

携わる人たちだろうと思います。例えば、滋賀県なら、琵琶湖を中心とした農

林水産業システムで認定を目指されると思いますが、農家の方、林業の方、水

産業の方が、それぞれ色々な想いを持っていると思います。そして、それぞれ

が自分の生き方をアピールすることがとても大事だと思います。 

 滋賀県が「世界農業遺産」で成功されますよう心からお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林 浩昭（はやし ひろあき）氏  

◇1960 年 大分県国東半島の乾しいたけ生産農家に生まれる。 

◇1990 年 農学博士（東京大学、植物栄養・肥料学） 

◇2003 年 東京大学大学院農学生命科学研究科助教授を退官後、国東市にもどり 

実家でしいたけ栽培や農業を始める。 

◇2013 年 世界農業遺産認定を牽引。現在は地域での講演や学校での授業を通じ、 

国東半島宇佐地域の素晴らしさを広めている。 

◇くにさき七島藺振興会会長、国東半島峯道トレイルクラブ会長、大分県教育委員

会教育委員、第 13 回食育推進全国大会大分県実行委員会副会長、別府大学客員教授、

東京大学非常勤講師  



報告事項 

「世界農業遺産認定に向けた取組について」 

「琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協議会」 

設立準備会 会長 雲林院 智史 氏 
 

みなさま、こんにちは。 

ただいま 御紹介いただきました｢琵琶湖と

共生する滋賀の農林水産業推進協議会」設立準

備会会長を務めておりますＪＡ滋賀中央会農

業対策部の雲林院でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

先程、林会長よりお話をいただいて、

今までも思っていましたが、是非「世

界農業遺産」の認定を受けたいという

気持ちをより強くいたしました。あり

がとうございました。 

今日は、天気も良く、琵琶湖も綺麗

ということで、まさに「世界農業遺産」

のシンポジウムにふさわしい日になり

ました。「世界農業遺産」認定に向けた取組についてですが、髙橋部長や林会長

からお話をいただきましたので、重複する部分はできるだけ割愛しながら進め

たいと思います。 

 

「世界農業遺産」の正式な名称は、こ

ちらに記載しておりますとおり、

“Globally Important Agricultural 

Heritage Systems”。頭文字をとって、通

称「GIAHS（ジアス）」と呼ばれています。 

 先程からのお話にもありましたとおり、

伝統的なものを大切にするだけではなく、

未来志向のシステムという点でユネスコ

の世界遺産とは大きく異なります。持続

可能な循環型の社会を目指す上でも未来志向は非常に大事なことだと思います。 



「世界農業遺産」の認定地域ですが、 

昨年 10 月現在で 16 か国 37 地域が認定

されており、そのうち中国が 11、日本が

８、韓国の２地域がこれまで認定されて

います。東アジアが全体の 50％を超えて

認定されている状況であり、東アジア地

域での認定のハードルが高くなっている

とも言われ、より一層頑張っていかなけ

ればならないと考えています。 

 

日本における８地域ですが、御覧のと

おり、新潟県佐渡、石川県能登、静岡県

掛川、熊本県阿蘇、大分県国東半島、岐

阜県長良川、宮崎県高千穂郷、そして和

歌山県みなべ・田辺です。和歌山県の田

辺市は、私も視察にまいりましたが、熊

野古道での世界遺産にも認定されて、ダ

ブル遺産の町としてＰＲされており、本

当にうらやましい限りでございます。 

 

日本では、農林水産省が平成 28 年度に

日本農業遺産の仕組みを新たに創設され

ました。そして、平成 28 年度に第 1回目

の日本農業遺産の認定を受けた地域のう

ち、①宮城県大崎地域、②静岡県わさび

栽培地域、③徳島県にし阿波地域につい

ては、今後「世界農業遺産」の認定を受

けるために FAO に申請される予定になっ

ています。 

 

「世界農業遺産」の認定を受ければど

うなるかですが、先ほど御紹介しました

地域での事例がございます。例えば、石

川県能登では、「世界農業遺産」として関

連商品の認定制度を創設し、それによっ

て前年度の販売額の１．５倍の売上増が



図られるなどブランド力が向上しています。そして、何よりも私どもがうれし

いと思っているのは、能登地域といいますと、どうしても過疎の地域というイ

メージがありますが、「世界農業遺産」

の認定により、若い農業者も増えてきて

いると聞いており、うらやましい限りで

ございます。 

 

売り上げアップの話もさせていただ

きましたが、それだけではなく、地域の

資源を活用した交流・体験ツアーの推進

などによる観光産業の取組や、また企業

との連携も進められています。 

 

こちらは、「世界農業遺産」による地

域活性化の進展を示す概念図ですが、地

域固有の農林漁業システムをベースに、

６次産業やツーリズムなど経済面、生き

ものと共生する農林漁業や温暖化抑制

につながる環境面、社会組織や食文化、

工芸、芸能、神事などの社会・文化面を

深化させることで 縦軸の農山漁村の

持続力がアップしていきます。 

横軸には都市部消費者との関係や、国内外の農業遺産地域との交流・連携によ

るソーシャルキャピタル力（信頼関係）を示しております。農業遺産という新

たな「公共（コモンズ）」を核に、都市と農山漁村などの消費者と生産者の交流、

世界各地の農業遺産地域との連携により、関係する人々の信頼関係（ソーシャ

ルキャピタル）が醸成され、新たな価値を共に生み出します。それが、持続可

能な社会の実現「ＳＤＧｓ」につながってまいります。 

 

「世界農業遺産」を目指す意義ですが、

やはり農山漁村の魅力をしっかりとＰＲ

し、高付加価値化やブランド化を図り、県

も相当力を入れている観光への活用が期

待できます。訪日外国人が増えている中で

世界への発信は、大きな力になるのではな

いでしょうか。 



なぜ、滋賀は「世界農業遺産」を目指

しているかですが、滋賀県民に根付く「琵

琶湖と共に生きる」という私たちの精神

や生業（なりわい）、暮らしは、世界のモ

デルになりうるもと考えています。そし

て、本県の農山漁村の活性化を図り、農

林水産業を健全な姿で次の世代へ引き継

いでいきたいと考えています。 

 

滋賀が世界にアピールする「琵琶湖と

共生してきた滋賀の農林水産業」のイメ

ージですが、「世界農業遺産」では、次の

３つの要素が求められています。 

 １つは、「遺産」という言葉からもわか

りますように、100 年以上昔から現在に

わたって継続しているものです。２つ目

は、世界的に独自性があるもの、３つ目

はその営みが農林漁業者の生計を成り立たせていることが条件になります。 

そこで考えられる滋賀ならではの遺産的な営みとしては、エリ漁をはじめと

する伝統的な琵琶湖漁業、湖魚の繁殖を支えてきた「魚のゆりかご水田」、そし

て「ふなずし」などの食文化が、滋賀県特有のシステムとして挙げられると思

います。そして、現代的な取組として、滋賀県が頑張っている日本一の「環境

こだわり農業」、水源を涵養する森林保全の活動、農業用水の循環利用などが遺

産システムを支えています。 

 

「琵琶湖再生法」が施行され、これを受

けて滋賀県では、2020 年までの４年間を

計画期間とする「琵琶湖保全再生計画」

を策定しました。これまでは、琵琶湖を

守る取組が中心だったと思いますが、計

画に基づいて琵琶湖を活かす取組を進め

ることとし、「世界農業遺産」の取組につ

いてもその一つとして位置づけられてい

ます。先程の高橋部長の御挨拶にもありましたとおり、琵琶湖新時代の幕開け

にふさわしい取組であると考えています。 

 



御挨拶の中にもありました「ＳＤＧｓ」ですが、現在では行き過ぎたグローバ

ル経済のひずみもありますし、地球温暖化による気象変動も激しいという中で、

如何にして持続可能な社会を実現していくのかが国連の大きな課題として認識

されており、持続可能な開発目標（SDGs）が掲げられています。「世界農業遺産」

は、この国連が定めた「ＳＤＧｓ」を達成するためのひとつのツールとして位

置づけられています。 

  

 認定に向けたスケジュールですが、こ

の取組は平成 28 年度から進めており、

今年度は、情報の発信、運動の展開に取

り組んでいます。平成 30 年度には、農

林水産省へ日本農業遺産の認定申請を

行い、さらに平成 31 年度には、農水省

の承認を得て、FAO へ「世界農業遺産」

の認定申請を行うスケジュールになっ

ています。 

 

平成 29 年度につきましては、今は準

備会という段階ですが、申請主体となり

ます協議会の設置を行うとともに、申請

書の作成や、今日もその一環となります

が、情報発信などによる機運の盛り上げ

を計画しています。今は、県の方で色々

とやっていただいてますが、何よりも民

間レベルで私ども民間の者が「世界農業

遺産」を目指していくという気持ちで活

動していくことが重要だと思っています。 

 



 そういったこともあり、会員の募集を

行っています。ぜひ、活動の輪、ネット

ワークを広げ、みんなで力を合わせて、

この滋賀の地から「世界農業遺産」を目

指してまいりましょう。 

 まだ、未入会の方は、ぜひ、御入会を

よろしくお願いします。 

 

最後になりますが、「世界農業遺産」は、 

“ＧＩＡＨＳ（ジアス）” 

といいますが、アルファベットを並び替

えると、 

“ＳＨＩＧＡ（しが）” 

になります。 

このように、何かしら親しみを感じる

「世界農業遺産」の認定を目指した取組

に、ぜひ御理解と御協力をお願い申し上

げまして、私からの報告とさせていただ

きます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

琵琶湖と共生してきた滋賀の農林水産業を次世代へ 

～世界農業遺産をめざして～  

長い歴史の中で近江の人々は、琵琶

湖をはじめ自然と調和した生活、そして

農林水産業を営んできました。 

 この営み中で受け継がれてきた「琵琶

湖と共に生きる」という想いは、環境こだ

わり農業など現代の自然と調和した農林

水産業の取組の原動力であり、滋賀が

世界に誇るものです。 

 環境のこと、生きもののこと、未来のことを考えながら行う琵琶湖と共生してきた農

林水産業を次の世代へと引き継いでいきましょう。 

【YouTube で公開中】 https://www.youtube.com/watch?v=B69_26Qsh0g 

会場で上映した動画の紹介 


